
11.7 節の再現 

下の 11.7 節のデータ（11.7_data.xls）を用いて，11.7 節の計算を再現する。 
 

 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 

 
 

図 11.6～図 11.8 の作成 

 A の上でマウスの左ボタンを押し（A をクリックし），マウス左ボタンを押したまま，B
にマウスを持っていく。すなわち，A 列と B 列を選択する。「挿入」，「折れ線」のクリック

後，左上のグラフを選択する。横軸が日付で，縦軸が円ドル・レートの折れ線グラフが出

来上がる。これは図 11.6 に対応する。 
次に，A をクリック後，Ctrl キーを押したまま，C をクリックする。「挿入」，「折れ線」

のクリック後，左上のグラフを選択する。横軸が日付で，縦軸が普通国債の折れ線グラフ

（図 11.7）が出来上がる。 
同様にして，A をクリック後，Ctrl キーを押したまま，D をクリックする。「挿入」，「折

れ線」のクリック後，左上のグラフを選択する。横軸が日付で，縦軸が日経平均株価の折

れ線グラフ（図 11.8）が出来上がる。 



 

 

単位根検定 

 東京外国為替相場 Y，普通国債 X1，日経平均株価 X2の階差データΔY，ΔX1，ΔX2を作

る。E7 で =B7-B6 とタイプし，マウスの右ボタンを押し，「コピー（C）」をクリックする。

マウスの左ボタンを押し続けながら，E7 から G3341 までマウスを動かし，G3341 でマウ

ス左ボタンを離す。次に，マウスの右ボタンを押し，「貼り付けオプション」の一番左のア



イコン「貼り付け（P）」をクリックする。 をクリックして，「セルの書式設定（E）」

で数値の表示を整えて，下のように表示される。 
 

 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 

 
 
 ΔYt＝βYt-1＋ut を推定する。「データ」のタブ，「データ分析」のアイコン，「回帰分析」

を選んで，「OK」ボタンをクリックする。「入力 Y 範囲（Y）」の右の空欄に E7:E3341 と
入力する。「入力 X 範囲（X）」の右の空欄に B6:B3340 と入力する。「定数に０を使用（Z）」
にチェックを入れる。「一覧の出力先（S）」にチェックを入れ，右の空欄に適当な場所（こ

こでは，H1 とする）を入力する。「OK」ボタンをクリックする。 
 ΔX1t＝βX1t-1＋ut を推定する。「データ」のタブ，「データ分析」のアイコン，「回帰分

析」を選んで，「OK」ボタンをクリックする。「入力 Y 範囲（Y）」の右の空欄に F7:F3341 
と入力する。「入力 X 範囲（X）」の右の空欄に C6:C3340 と入力する。「定数に０を使用（Z）」
にチェックを入れる。「一覧の出力先（S）」にチェックを入れ，右の空欄に適当な場所（こ

こでは，H20 とする）を入力する。「OK」ボタンをクリックする。 
 ΔX2t＝βX2t-1＋ut を推定する。「データ」のタブ，「データ分析」のアイコン，「回帰分

析」を選んで，「OK」ボタンをクリックする。「入力 Y 範囲（Y）」の右の空欄に G7:G3341 
と入力する。「入力 X 範囲（X）」の右の空欄に D6:D3340 と入力する。「定数に０を使用

（Z）」にチェックを入れる。「一覧の出力先（S）」にチェックを入れ，右の空欄に適当な場



所（ここでは，H39 とする）を入力する。「OK」ボタンをクリックする。 
 このように同じような手順を３回繰り返しそれぞれの推定結果を得る。そして，表 11.2
とｔの値を比較することによって，３つの系列の単位根検定が行われる。 
 

 



共和分検定 

 まず，Yt＝α＋βX1t＋γX2t＋ut を推定する。データ」のタブ，「データ分析」のアイコ

ン，「回帰分析」を選んで，「OK」ボタンをクリックする。「入力 Y 範囲（Y）」の右の空欄

に B6:B3341 と入力する。「入力 X 範囲（X）」の右の空欄に C6:D3341 と入力する。「一

覧の出力先（S）」にチェックを入れ，右の空欄に適当な場所（ここでは，E1 とする）を入

力する。「残差（R）」にチェックを入れる。「OK」ボタンをクリックする。このとき，下の

ような出力結果を得る。 
 

 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
 
 
共和分検定を行うためには，残差に単位根検定を行うことになる。H に残差の階差（す

なわち，Δ残差）を計算する。H27 に =G27-G26 とタイプして，コピーする（マウスの右

ボタンを押して，「コピー（C）」をクリック）。H28 から H3361 までマウスの左ボタンを押



し続けて，H3361 で左ボタンを離す。すぐに，右ボタンを押して，「貼り付けオプション」

の一番左のアイコン「貼り付け（P）」をクリックする。下のように表示される。 
 

 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
 
 
 Δ残差 t＝β残差 t-1＋ut を推定する。「データ」のタブ，「データ分析」のアイコン，「回

帰分析」を選んで，「OK」ボタンをクリックする。「入力Y範囲（Y）」の右の空欄に H27:H3361 
と入力する。「入力 X 範囲（X）」の右の空欄に G26:G3360 と入力する。「定数に０を使用

（Z）」にチェックを入れる。「一覧の出力先（S）」にチェックを入れ，右の空欄に適当な場

所（ここでは，I23 とする）を入力する。「OK」ボタンをクリックする。このようにして次

の結果が得られる。 



 

 
表 11.3 と上のｔ値とを比較して，共和分検定が行われる。 
 
 
 
 

ダービン・ワトソン比（DW）の計算について 

 残差の値を使って，ダービン･ワトソン比（DW）を求める。ダービン・ワトソン比につ

いては，10.6.1 節を参照すること。 
 H27 に =(G27-G26)^2 とタイプして，H27 をコピー，H28 から H3361 まで範囲を選択

して，貼り付けを行う。同様に， I26 に =G26^2 とタイプして，I26 をコピー，I27 から

I3361 までの範囲を選択して，貼り付けを行う。次のような出力結果が得られる。 
 



 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 
    ・   ・   ・ 

 

 
 ダービン・ワトソン比を H22 に出力する。H22 に =SUM(H27:H3361)/SUM(I26:I3361) 
とタイプする。このとき，次のように，DW＝0.009647 と計算される。 
 

 


